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一
、
は
じ
め
に

　

蒔
絵
師
源
三
郎
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
京
都
の
蒔
絵
師
で
あ
り
、
版
本

の
挿
絵
を
描
い
た
絵
師
で
あ
る
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
年
）
刊
『
人
倫

訓
蒙
図
彙
』（〔
吉
田
半
兵
衛
〕・
蒔
絵
師
源
三
郎
画
）
の
第
三
巻
末
尾
に

「
蒔
絵
師
源
三
郎
筆
」
と
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
お

り
、
水
谷
不
倒
氏
の
『
古
版
小
説
挿
画
史
』（
大
岡
山
書
店　

一
九
三
五

年
）
で
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
京
都
の
絵
師
で
あ
る
、
吉
田
半
兵
衛
の
門

人
の
一
（
（
（

人
と
さ
れ
て
い
（
（
（

る
。
吉
田
半
兵
衛
は
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六

年
）
刊　
『
好
色
訓
蒙
図
彙
』、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
刊
『
女
用
訓

蒙
図
彙
』
な
ど
に
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
お
り
、
貞

享
三
年
（
一
六
八
六
年
）
刊
『
好
色
一
代
女
』『
好
色
五
人
女
』、
貞
享
四

年
（
一
六
八
七
年
）
刊
『
男
色
大
鑑
』
な
ど
の
井
原
西
鶴
の
作
品
の
挿
絵

を
描
い
た
と
も
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
吉
田
半
兵
衛
は
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
作

家
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
、
江
戸
時
代
前
期
の
出
版
界
を
知
る
上
で
重
要

な
人
物
で
あ
る
と
い
え
る
。
吉
田
半
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
絵
師　

吉
田
半
兵
衛
の
周
辺
」『
藝
文
研
究
』
第
一
一
五
号
（
慶
應
義
塾
大
学
藝

文
学
会　

二
〇
一
八
年
一
二
月
）
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

　

蒔
絵
師
源
三
郎
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
研
究
は
、
近
代
ま
で
の
先
行
研

究
を
概
括
し
た
、
雨
石
斎
主
人
「
吉
田
半
兵
衛
と
蒔
絵
師
源
三
郎
」『
浮

世
絵
』
第
五
一
号
（
浮
世
絵
社　

一
九
一
九
年
一
二
月
）、
蒔
絵
師
源
三

郎
の
経
歴
と
作
品
に
つ
い
て
考
察
し
た
『
古
版
小
説
挿
画
史
』
な
ど
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
降
、
蒔
絵
師
源
三
郎
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で

お
ら
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
蒔
絵
師
源
三
郎
の
経
歴
と
作

品
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
蒔
絵
師
源
三
郎
の
経
歴

　

蒔
絵
師
源
三
郎
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
水
谷
不
倒
氏
が

『
古
版
小
説
挿
画
史
』
で
考
察
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
以
下
に
、『
古

版
小
説
挿
画
史
』「
蒔
絵
師
源
三
郎
」
項
の
一
部
を
引
用
す
る
。

源
三
郎
の
経
歴
は
、
半
兵
衛
よ
り
も
、
更
に
判
ら
な
い
。
新
井
白
石

の
『
退
私
録
』
に
、
南
都
の
天
蓋
と
い
ふ
所
に
、
塗
師
屋
源
三
郎
と

い
ふ
者
が
あ
つ
て
、
徐
熙
筆
鷺
の
絵
を
所
持
し
て
ゐ
た
こ
と
が
記
し

て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
源
三
郎
は
奈
良
の
人
と
い
ふ
こ
と
を
知

る
の
み
で
あ
る
。

蒔
絵
師
源
三
郎
と
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』

石
田
　
礼
以
菜
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こ
こ
で
水
谷
不
倒
氏
が
蒔
絵
師
源
三
郎
の
経
歴
を
知
る
手
掛
か
り
と
し

て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
年
）～
享
保
一
〇
年
（
一

七
二
五
年
）
の
政
治
家
で
あ
る
新
井
白
石
が
著
し
た
、『
退
私
録
』
上
巻

「
珠
光
之
事
」
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
部
分
を
引
用
す
（
（
（

る
。

　

一
茶
の
湯
に
名
あ
り
し
珠
光
は
浄
土
宗
に
て
永
観
堂
の
末
寺
に
て
南

都
の
称
名
寺
の
住
僧
な
り
し
よ
り
仰
あ
り
天
蓋
と
云
所
に
塗
師
屋
源

三
郎
と
云
者
あ
り
其
家
に
珠
光
が
所
持
せ
し
徐
熙
が
鷺
の
画
あ
り
見

侍
り
し
由
仰
す

　

こ
の
よ
う
に
、
水
谷
不
倒
氏
が
『
古
版
小
説
挿
画
史
』
で
、
蒔
絵
師
源

三
郎
は
「
奈
良
の
人
」
で
あ
る
と
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
、
蒔
絵
師

源
三
郎
は
奈
良
に
住
ん
で
い
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
通
説
に
な
っ

て
い
（
（
（
る
が
、
筆
者
が
改
め
て
塗
師
屋
源
三
郎
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
水
谷
不
倒
氏
が
参
照
し
た
『
退
私
録
』
に
あ
る
塗
師
屋
源

三
郎
と
は
、
松
屋
久
重
（
通
称
は
塗
師
屋
源
三
郎
。
江
戸
時
代
前
期
に
奈

良
の
転
害
郷
（
現
在
の
奈
良
県
奈
良
市
手
貝
町
）
に
住
ん
で
い
た
漆
器
商

人
。
室
町
時
代
の
僧
で
あ
る
村
田
珠
光
の
茶
道
を
継
承
し
、
珠
光
が
好
ん

だ
徐
熙
の
鷺
の
絵
を
所
持
し
て
い
（
（
（

た
。）
の
こ
と
な
の
で
、
蒔
絵
師
源
三

郎
と
は
別
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
、
塗
師
屋
源
三
郎
に
つ
い

て
は
、『
神
谷
宗
湛
日
記
』
天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
年
）
三
月
二
七
日

条
に
も
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
（
（
（

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
蒔
絵
師
源
三

郎
よ
り
も
前
の
時
代
に
生
き
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
蒔
絵
師
源
三
郎
と
は

別
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
塗
や
源
三
郎
御
会
。
奈
良
に
て
。
宗
湛
。
四
畳
半
。
六
尺
床
に
白

鷺
の
絵
始
終
掛
て
。（
中
略
）
絵
の
事
。
絹
の
内
竪
三
尺
四
五
寸
。

横
一
尺
六
七
寸
。
白
鷺
二
ツ
。
蓮
葉
二
ツ
。
印
三
ツ
有
。
内
二
ツ
は

左
の
方
に
上
下
に
有
。
同
下
之
印
そ
と
大
也
。
右
の
上
に
一
ツ
。
皆

一
寸
三
分
程
の
印
也
。
上
下
茶
。
中
風
帯
小
紋
濃
浅
黄
の
緞
子
。
露

紫
也
。
一
文
じ
な
し
。
は
ち
軸
く
は
り
ん
。
筆
者
徐
煕
也
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
蒔
絵
師
源
三
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
や
は
り
詳
細
は
不
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、『
人
倫
訓

蒙
図
彙
』
の
刊
記
に
「
書
林　

平
楽
寺　

開
板
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
蒔

絵
師
源
三
郎
は
、
奈
良
で
は
な
く
、
京
都
の
書
肆
で
あ
る
平
楽
寺
の
近
く

に
住
ん
で
い
た
、
京
都
の
絵
師
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
可
能
性
の
一

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

三
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
の
挿
絵
を
描
い
た
絵
師
に

　
　

つ
い
て

　
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
は
、
江
戸
時
代
の
職
業
に
つ
い
て
図
解
し
た
事
典

で
、
全
七
巻
で
あ
る
。
そ
の
第
三
巻
末
尾
に
蒔
絵
師
源
三
郎
の
署
名
が
あ

り
、
第
一
巻
・
第
二
巻
と
第
三
巻
～
第
七
巻
で
は
挿
絵
の
画
風
が
異
な
る

の
で
、
現
在
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
の
挿
絵
を
描
い
た
絵
師
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
二
通
り
の
説
が
存
在
す
る
。

Ａ　

第
一
巻
・
第
二
巻
は
蒔
絵
師
源
三
郎
画
、
第
三
巻
～
第
七
巻
は
別

人
画
と
す
る
説

Ｂ　

第
一
巻
・
第
二
巻
は
別
人
（
吉
田
半
兵
衛
）
画
、
第
三
巻
～
第
七

巻
は
蒔
絵
師
源
三
郎
画
と
す
る
説

　

以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
を
引
用
す
る
。
ま
ず
、
Ａ
説
の
、
第
一
巻
・

第
二
巻
は
蒔
絵
師
源
三
郎
画
、
第
三
巻
～
第
七
巻
は
別
人
画
と
す
る
説

は
、
水
谷
不
倒
氏
の
『
浮
世
草
子　

西
鶴
本
』（
水
谷
文
庫　

一
九
二
〇

年
）
上
巻
「〔
五
〕　

西
鶴
本
の
挿
絵
に
就
て
」
に
お
け
る
説
で
あ
る
。
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蒔
絵
師
源
三
郎
の
筆
意
と
い
ふ
は
ど
ん
な
も
の
を
指
す
か
。（
中
略
）

『
類
考
』
の
提
供
し
て
を
る
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
に
就
て
も
、
実
は

其
筆
者
に
不
明
な
点
が
あ
つ
て
、
自
信
が
な
い
の
で
あ
る
。
原
来
此

書
を
源
三
郎
の
絵
と
称
す
る
の
は
、
三
の
巻
の
終
り
に
「
蒔
絵
師
源

三
郎
筆
」
と
刻
し
て
あ
る
に
起
因
し
て
ゐ
る
事
は
い
ふ
ま
で
も
な
い

が
、
同
書
の
絵
は
、
一
二
の
巻
二
冊
と
三
四
五
六
の
巻
四
（
（
（
冊
と
は
、

全
然
筆
意
が
異
な
つ
て
を
り
、
ど
う
し
て
も
二
人
の
画
工
に
よ
つ
て

画
か
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
窺
は
れ
る
。
然
れ
ば
源
三
郎
は
ど
ち
ら

の
方
を
画
い
た
か
と
い
ふ
に
、
当
然
名
の
刻
し
て
あ
る
三
の
巻
以
下

を
画
い
て
を
る
や
う
に
思
は
れ
る
け
れ
ど
、
事
実
は
之
に
反
し
、
一

二
巻
の
方
が
源
三
郎
の
筆
で
、
三
四
巻
以
下
は
別
人
で
あ
る
と
思
は

れ
る
。
然
れ
ば
何
故
に
二
の
巻
の
終
り
に
源
三
郎
の
名
を
入
れ
な
か

つ
た
の
か
、
又
何
故
に
他
人
の
画
い
た
三
の
巻
に
わ
ざ
と
源
三
郎
の

名
を
入
れ
た
か
、
斯
う
穿
鑿
立
を
し
て
来
る
と
い
よ
〳
〵
迷
宮
に
入

る
ば
か
り
で
あ
る
。
或
は
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
に
は
、
源
三
郎
の
名

の
な
い
も
の
が
あ
つ
て
、
名
の
あ
る
も
の
は
後
摺
で
な
い
か
と
い
ふ

説
も
あ
る
が
、
流
布
本
は
大
概
在
名
の
も
の
で
、
其
原
版
と
い
ふ
も

の
を
ま
だ
見
た
事
が
な
い
か
ら
、
其
疑
ひ
を
解
く
事
が
出
来
（
（
（
ぬ
。
し

か
し
同
書
中
源
三
郎
が
画
い
た
も
の
あ
り
と
す
れ
ば
、『
類
考
』
は

じ
め
一
二
の
巻
の
絵
を
源
三
郎
の
筆
と
認
め
る
人
が
多
い
や
う
で
あ

る
か
ら
、
こ
ゝ
に
は
其
説
に
従
つ
て
一
二
の
巻
を
源
三
郎
の
筆
意
と

仮
定
す
る
。

　

一
方
、
Ｂ
説
の
、
第
一
巻
・
第
二
巻
は
別
人
（
吉
田
半
兵
衛
）
画
、
第

三
巻
～
第
七
巻
は
蒔
絵
師
源
三
郎
画
と
す
る
説
は
、
井
上
和
雄
氏
の
『
浮

世
絵
師
伝
』（
渡
辺
版
画
店　

一
九
三
一
年
）
と
漆
山
又
四
郎
氏
の
、
日

本
書
誌
学
大
系
34
⑴
『
絵
本
年
表
』
第
一
巻
（
青
裳
堂
書
店　

一
九
八
三

年
）
に
お
け
る
説
で
あ
る
。
ま
ず
、
井
上
和
雄
氏
の
『
浮
世
絵
師
伝
』

「
源
三
郎
」
項
で
は
、

　
　
　
　
　

【
生
】　　
　
【
歿
】

　

源
三
郎

　
　
　
　
　

【
画
系
】　　
【
作
画
期
】
元
禄

奈
良
の
人
、
蒔
絵
師
な
り
、
元
禄
三
年
七
月
版
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』

（
版
元
、
京
都
村
上
平
楽
寺
）
七
冊
の
内
、
巻
三
以
下
（
巻
一
及
び

巻
二
は
別
人
の
筆
）
の
五
冊
を
画
け
り
、
蓋
し
、
巻
三
の
終
り
に

「
蒔
絵
師
源
三
郎
筆
」
と
あ
る
を
以
て
、
彼
が
名
を
知
ら
る
れ
ど

も
、
其
が
画
風
は
頗
る
稚
気
を
帯
び
、
画
系
の
如
き
は
全
く
不
明
な

り
。
ま
た
元
禄
八
年
版
（
舎
衣
軒
作
）
の
『
好
色
十
二
人
男
』
五
冊

も
彼
の
挿
画
な
り
と
云
（
（1
（
ふ
。

と
、
第
一
巻
・
第
二
巻
は
別
人
画
、
第
三
巻
～
第
七
巻
は
蒔
絵
師
源
三
郎

画
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
次
に
、
漆
山
又
四
郎
氏
の
、
日
本
書
誌
学
大
系

34
⑴
『
絵
本
年
表
』
第
一
巻
「
元
禄
三
年
」
項
で
は
、

人
倫
訓
蒙
図
会マ
マ　

半
紙
本
七
巻
百
四
十
二
丁
半　

元
禄
三
庚
午
載
七

月
吉
旦

蒔
絵
師
源
三
郎
画　

三
、
四
、
五
、
六
、
七
ノ
巻
（
三
巻
末
に
署

名
あ
り
）　

書
林
平
楽
寺
開
板

序　

署
名
な
し

〇
但
シ
一
、
二
ノ
巻
ハ
吉
田
半
兵
衛
風
ノ
画
也　

大
坂
高
麗
橋
一

丁
目　

村
上
清
三
郎
・
江
戸
日
本
橋
南
平
松
町　

村
上
五
郎
兵
衛

〇
天
（
（1
（
童
按
、
住
吉
具
慶
の
洛
中
洛
外
の
絵
巻
を
見
る
に
源
三
郎
は

具
慶
の
門
人
か
左
な
く
も
具
慶
を
私
淑
せ
る
者
な
る
べ
し
、
又
署

名
な
き
も
西
鶴
の
好
色
一
代
男
、
二
代
（
（1
（

男
、
諸
国
咄
、
近
代
艶
隠



─57─

者
、
□
版
の
撰
集
抄
等
は
源
三
郎
の
画
な
る
事
疑
無
し

と
あ
り
、
第
一
巻
・
第
二
巻
は
吉
田
半
兵
衛
風
の
画
、
第
三
巻
～
第
七
巻

は
蒔
絵
師
源
三
郎
画
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
Ａ
・
Ｂ
説
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
を
検
証
す
る
た
め

に
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
の
挿
絵
の
比
較
を
行
っ
た
。
す
る
と
、『
人
倫
訓

蒙
図
彙
』
第
一
巻
・
第
二
巻
は
、
吉
田
半
兵
衛
の
画
風
と
類
似
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
例
え
ば
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
第
一
巻
二
四
丁
オ

の
、
尼
が
両
手
を
広
げ
な
が
ら
左
足
を
上
げ
て
い
る
絵
と
、『
女
用
訓
蒙

図
彙
』（
吉
田
半
兵
衛
画
）
第
三
巻
四
丁
ウ
の
、
女
性
が
両
手
を
広
げ
な

が
ら
左
足
を
上
げ
て
い
る
絵
が
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、『
人
倫
訓
蒙
図

彙
』
第
二
巻
一
三
丁
ウ
の
、
髷
を
結
っ
た
若
衆
が
画
面
左
を
向
き
な
が
ら

将
棋
を
し
て
い
る
絵
と
、『
女
用
訓
蒙
図
彙
』
第
三
巻
一
一
丁
オ
の
、
髷

を
結
っ
た
女
性
が
画
面
左
を
向
き
な
が
ら
立
っ
て
い
る
絵
が
類
似
し
て
い

る
。
一
方
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
第
三
巻
～
第
七
巻
は
、
吉
田
半
兵
衛
と

は
画
風
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
例
え
ば
、『
人
倫
訓
蒙
図

彙
』
第
四
巻
五
丁
オ
の
、
持
遊
細
物
屋
を
見
物
し
て
い
る
子
供
は
、
先
に

吉
田
半
兵
衛
の
画
風
と
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』

第
二
巻
に
お
け
る
、
六
丁
オ
の
、
小
児
科
医
師
と
向
き
合
っ
て
座
っ
て
い

る
子
供
と
比
較
す
る
と
、
子
供
が
異
様
に
小
さ
く
描
か
れ
る
な
ど
絵
が
稚

拙
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｂ
説
が
正
し
く
、
私
見
で
は
第
一
巻
・
第
二
巻
は

吉
田
半
兵
衛
画
、
第
三
巻
～
第
七
巻
は
蒔
絵
師
源
三
郎
画
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

で
は
、
な
ぜ
Ａ
説
が
生
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
水

谷
不
倒
氏
は
、『
浮
世
草
子　

西
鶴
本
』
の
、
先
に
引
用
し
た
部
分
に
お

い
て
、「『
類
考
』
は
じ
め
一
二
の
巻
の
絵
を
源
三
郎
の
筆
と
認
め
る
人
が

多
い
や
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
ゝ
に
は
其
説
に
従
つ
て
一
二
の
巻
を
源
三
郎

の
筆
意
と
仮
定
す
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
水
谷
不
倒
氏
が
参
照

し
て
い
る
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
作
家
で
あ
る
山
東
京
伝
が
著
し
た
、

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
年
）
成
立
『
浮
世
絵
類
考
追
考
』「
蒔
絵
師
源
三

郎
」
項
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
部
分
を
引
用
す
（
（1
（
る
。

元
禄
三
年
刻
本
人
倫
訓
蒙
図
彙
に
此
名
あ
り
、
西
鶴
が
作
の
読
本
の

さ
し
絵
、
名
を
顕
さ
ず
と
い
へ
ど
も
多
く
は
此
人
の
絵
な
り
。

　
『
浮
世
絵
類
考
追
考
』
の
作
者
で
あ
る
山
東
京
伝
は
、
吉
田
半
兵
衛
に

つ
い
て
は
、『
浮
世
絵
類
考
追
考
』「
当
世
絵
又
兵
衛
・
同　

半
兵
衛
」
項

に
、「
元
禄
五
年
版
買
物
調
方
三
合
集
（
（1
（

覧
に
、
京
に
て
当
世
絵
書
、
丸
太

町
西
洞
院
古
又
兵
衛
と
あ
り
。
是
等
も
岩
佐
又
兵
衛
が
名
を
似
せ
た
る
も

の
な
る
べ
し
、
又
是
に
な
ら
ば
せ
て
、
四
条
通
御
旅
所
の
後
半
兵
衛
と
あ

り
、
是
等
も
京
の
浮
世
絵
師
な
り
。」
と
の
み
述
べ
て
お
り
、
京
都
の
絵

師
で
あ
る
と
い
う
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
浮
世
絵
類
考
追

考
』「
蒔
絵
師
源
三
郎
」
項
で
は
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
は
第
一
巻
・
第
二

巻
と
第
三
巻
～
第
七
巻
で
画
風
が
異
な
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
山
東
京
伝
は
、
第
一
巻
・
第
二
巻
（
私
見
で
は
吉
田
半
兵
衛
画
）
だ

け
を
見
て
、
そ
れ
を
署
名
の
あ
る
蒔
絵
師
源
三
郎
画
と
考
え
、「
西
鶴
が

作
の
読
本
の
さ
し
絵
、
名
を
顕
さ
ず
と
い
へ
ど
も
多
く
は
此
人
の
絵
な

り
。」
と
述
べ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
水
谷
不
倒
氏
は
そ
の
こ
と
に
気
付
か
ず
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』

の
第
一
巻
・
第
二
巻
と
第
三
巻
～
第
七
巻
の
挿
絵
を
比
較
し
た
際
に
、
井

原
西
鶴
の
作
品
に
よ
く
見
ら
れ
る
吉
田
半
兵
衛
の
挿
絵
に
似
た
画
風
の
、

第
一
巻
・
第
二
巻
が
蒔
絵
師
源
三
郎
画
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
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と
思
わ
れ
る
。

四
、
蒔
絵
師
源
三
郎
の
作
品

　

次
に
、
蒔
絵
師
源
三
郎
の
作
品
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
蒔

絵
師
源
三
郎
の
画
風
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
見
解
が

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
現
在
、
蒔
絵
師
源
三
郎
画
で
な
い
作
品
に

つ
い
て
も
、
蒔
絵
師
源
三
郎
画
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
蒔
絵
師
源
三
郎
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
主
な
書
籍
や
デ
ー
タ

ベ
ー
（
（1
（
ス
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
蒔
絵
師
源
三
郎
画
と
さ
れ
て
き
た
作
品
を

全
て
調
べ
、
確
実
に
蒔
絵
師
源
三
郎
画
と
い
え
る
作
品
を
改
め
て
整
理
し

た
。
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
蒔
絵
師
源
三
郎
画
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
作
品

は
、
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
年
）
刊
『
日
蓮
大
聖
人
御
伝
記
』、
天
和
二

年
（
一
六
八
二
年
）
刊
『
好
色
一
代
男
』、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
年
）

刊
『
俳
諧
女
歌
仙
』『
諸
艶
大
鑑
』、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
年
）
刊
『
西

鶴
諸
国
は
な
し
』、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
年
）
刊
『
近
代
艶
隠
者
』『
好

色
一
代
女
』『
本
朝
列
仙
伝
』、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
刊
『
絵
入
西

行
撰
集
抄
』、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
年
）
刊
『
好
色
文
伝
授
』、
元
禄
三

年
（
一
六
九
〇
年
）
刊
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
年
）

刊
『
世
間
胸
算
用
』『
小
謡　

観
世
流
百
番
』、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三

年
）
刊
『
浮
世
栄
花
一
代
男
』『
西
鶴
置
土
産
』、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四

年
）
刊
『
西
鶴
織
留
』、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
年
）
刊
『
好
色
十
弐
人

男
』『
西
鶴
俗
つ
れ
つ
れ
』、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
年
）
刊
『
万
の
文
反

古
』『
古
今
武
士
鑑
』、
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
年
）
刊
『
小
夜
嵐
』

『
怪
談
全
書
』『
新
色
五
巻
書
』『
初
音
草
咄
大
鑑
』、
元
禄
一
三
年
（
一

七
〇
〇
年
）
刊
『
御
前
義
経
記
』、
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
年
）
刊

『
女
大
名
丹
前
能
』『
元
禄
曽
我
物
語
』『
元
禄
大
平
記
』『
御
前
伽
婢

子
』、
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
年
）
刊
『
好
色
敗
毒
散
』『
新
平
家
物

語
』『
風
流
今
平
家
』『
傾
城
百
人
一
首
』、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
年
）

刊
『
御
伽
人
形
』『
棠
大
門
屋
敷
』『
傾
城
武
道
桜
』、
宝
永
三
年
（
一
七

〇
六
年
）
刊
『
御
伽
百
物
語
』『
当
世
乙
女
織
』、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七

年
）
刊
『
色
道
懺
悔
男
』『
伊
達
髪
五
人
男
』『
昼
夜
用
心
記
』『
傾
城
播

磨
石
』、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
年
）
刊
『
美
景
蒔
絵
松
』、
宝
永
六
年

（
一
七
〇
九
年
）
刊
『
御
前
二
代
曽
我
』、
刊
年
不
明
（
元
禄
四
・
五

年
（
（1
（
頃
）『
好
色
に
し
き
木
』
の
四
五
作
品
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
改
め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
以

外
で
、
蒔
絵
師
源
三
郎
の
署
名
が
あ
る
作
品
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
水
谷

不
倒
氏
が
『
浮
世
草
子　

西
鶴
本
』
に
お
い
て
、
私
見
で
は
吉
田
半
兵
衛

画
を
蒔
絵
師
源
三
郎
画
で
あ
る
と
し
た
こ
と
も
あ
り
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』

以
外
に
、
蒔
絵
師
源
三
郎
画
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
挿
絵
が
描
か
れ
て
い

る
作
品
も
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
現
在
、
蒔
絵
師
源
三
郎
画
で
あ
る
こ
と

が
確
実
な
作
品
は
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
の
み
で
あ
る
と
い
え
る
。

五
、
従
来
蒔
絵
師
源
三
郎
画
と
さ
れ
て
い
た
作
品
の

絵
師
に
つ
い
て

　

現
在
蒔
絵
師
源
三
郎
画
と
さ
れ
て
い
る
作
品
の
中
で
、『
好
色
一
代
男
』

『
俳
諧
女
歌
仙
』『
諸
艶
大
鑑
』『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』『
近
代
艶
隠
者
』

『
本
朝
列
仙
伝
』『
絵
入
西
行
撰
集
抄
』
の
七
作
品
は
、
蒔
絵
師
源
三
郎

の
（
（1
（
絵
と
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
同
じ
画
風
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

漆
山
又
四
郎
氏
が
、
日
本
書
誌
学
大
系
34
⑴
『
絵
本
年
表
』
第
一
巻
の
、

先
に
引
用
し
た
部
分
に
お
い
て
、「
〇
天
童
按
、（
中
略
）
又
署
名
な
き
も
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西
鶴
の
好
色
一
代
男
、
二
代
男
、
諸
国
咄
、
近
代
艶
隠
者
、
□
版
の
撰
集

抄
等
は
源
三
郎
の
画
な
る
事
疑
無
し
」
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

作
品
の
挿
絵
に
は
、
い
ず
れ
も
人
物
の
身
体
が
曲
が
っ
て
い
て
、
下
半
身

が
極
端
に
細
く
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
好
色

一
代
男
』
第
六
巻
第
六
図
の
、
廊
下
を
歩
い
て
い
る
遊
女
の
絵
、『
諸
艶

大
鑑
』
第
六
巻
第
七
図
の
、
遊
郭
を
歩
い
て
い
る
遊
女
の
絵
、『
近
代
艶

隠
者
』
第
一
巻
第
七
図
の
、
小
さ
な
獣
を
抱
く
女
性
の
絵
、『
絵
入
西
行

撰
集
抄
』
第
六
巻
第
一
四
図
の
、
扇
を
手
に
舞
う
遊
女
の
絵
、『
俳
諧
女

歌
仙
』
第
一
図
の
、
座
っ
て
い
る
光
貞
妻
の
絵
、『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』

第
二
巻
第
七
図
の
、
首
の
な
い
女
性
の
幽
霊
の
絵
、『
本
朝
列
仙
伝
』
第

四
巻
第
二
図
の
、
富
士
山
の
上
で
舞
う
天
女
の
絵
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
水
谷
不
倒
氏
は
、『
古
版
小
説
挿
画
史
』「
蒔
絵
師
源

三
郎
」
項
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
蒔
絵
師
（
（1
（

伝
』
は
後
者
に
属
し
、
三
巻
以
下
を
源
三
郎
の
筆
と
し

て
、
な
ほ
『
類
考
』
の
説
を
支
持
し
、
西
鶴
の
『
一
代
男
』
等
、
半

兵
衛
の
筆
以
外
の
挿
絵
を
、
源
三
郎
が
描
い
た
や
う
に
云
つ
て
ゐ

る
。
之
は
西
鶴
の
条
に
、
私
が
考
証
し
た
西
鶴
の
挿
絵
に
、
該
当
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
説
の
非
な
る
こ
と
は
論
を
俟
た
ぬ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
谷
不
倒
氏
が
こ
れ
ら
の
作
品
を
井
原
西
鶴
画
と
し
た

理
由
は
、
井
原
西
鶴
が
画
賛
を
書
い
た
絵
と
画
風
が
類
似
し
て
い
る
か
ら

で
あ
（
（1
（
る
。
井
原
西
鶴
の
画
賛
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
詳
し
く
は
取
り
上
げ

な
い
が
、
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
井
原
西
鶴
の
画
賛
は
、
そ
の
本
文
に
は

井
原
西
鶴
の
署
名
が
あ
る
が
、
絵
に
は
井
原
西
鶴
画
で
あ
る
と
い
う
署
名

は
な
（
（2
（
い
の
で
、
井
原
西
鶴
が
画
賛
を
書
い
た
絵
が
、
本
当
に
井
原
西
鶴
画

で
あ
る
と
い
う
確
証
は
な
い
。
井
原
西
鶴
が
自
身
の
作
品
の
挿
絵
を
描
い

て
い
た
と
い
う
説
に
対
し
て
は
、
小
池
藤
五
郎
氏
の
『
新
資
料
に
よ
る
西

鶴
の
研
究
』（
風
間
書
房　

一
九
六
六
年
）「
西
鶴
筆
の
自
画
賛
物
。
画
技

の
基
礎
の
作
品
」
で
は
、「
核
心
を
き
わ
め
ず
し
て
、
外
側
に
雪
・
石
・

ご
み
・
土
ま
で
も
つ
け
」
た
「
雪
だ
る
ま
」
の
よ
う
な
主
張
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
信
多
純
一
氏
の
『
好
色
一
代
男
の
研
究
』（
岩
波
書
店

　

二
〇
一
〇
年
）「
西
鶴
自
画
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
井
原
西

鶴
画
と
さ
れ
て
い
た
作
品
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
疑
問
点
を
提
示
し
、

「『
好
色
一
代
男
』
他
従
来
西
鶴
画
と
さ
れ
て
き
た
も
の
は
す
べ
て
白
紙

に
戻
し
、
下
絵
は
西
鶴
画
に
違
い
な
い
が
、
当
時
の
専
門
絵
師
に
描
か
せ

た
も
の
と
し
て
、
今
後
論
じ
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
、
水
谷
不
倒
氏
の
こ
の
説
が
、
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
な
く
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
本
当
に
井
原
西
鶴
画
で
あ
る

か
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
現
在
、
井
原
西
鶴
画
と
さ
れ
て
い
る
作
品
を
整
理
し
た
。『
好

色
一
代
男
』『
俳
諧
女
歌
仙
』『
諸
艶
大
鑑
』『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』『
近
代

艶
隠
者
』『
本
朝
列
仙
伝
』『
絵
入
西
行
撰
集
抄
』
と
同
じ
画
風
の
作
品
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、【
表
一
】
に
記
載
し
た
よ
う
な
一
五
作
品
（
挿
絵
の
合

計
は
八
一
二
図
）
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
井
原
西
鶴
作
・
編
の
作
品
は

七
作
品
（
挿
絵
の
合
計
は
二
九
八
図
）、
別
人
作
・
編
の
作
品
は
六
作
品

（
挿
絵
の
合
計
は
三
一
五
図
）、
作
者
不
明
の
作
品
は
二
作
品
（
挿
絵
の

合
計
は
一
九
九
図
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
別
人
作
・
編
の
作
品
が

あ
る
こ
と
や
、
挿
絵
の
合
計
が
八
〇
〇
図
以
上
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
考
え
る

と
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
、
専
門
絵
師
で
は
な
い
井
原
西
鶴
画
で
あ
る
と
は

や
や
考
え
に
く
い
。
な
お
、
作
者
不
明
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
現
在
で

は
、
そ
の
挿
絵
が
、
水
谷
不
倒
氏
が
井
原
西
鶴
画
と
し
た
絵
と
同
じ
画
風
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な
の
で
、
井
原
西
鶴
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
井
原
西
鶴
画
で
な

け
れ
ば
、
井
原
西
鶴
と
は
全
く
関
係
の
な
い
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
作
品
の
作
・
編
者
自
身
が
挿
絵
を
描
い
て
い
た
場
合
、
本
文
と

挿
絵
の
内
容
の
違
い
は
あ
ま
り
な
い
は
ず
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、

井
原
西
鶴
の
代
表
作
で
あ
り
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
年
）
刊
の
大
坂
版

（〔
井
原
西
鶴
〕
画
）
と
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
年
）
刊
の
江
戸
版
（
菱

川
師
宣
画
）
が
存
在
す
る
『
好
色
一
代
男
』
を
対
象
と
し
、
そ
の
本
文
と

挿
絵
の
内
容
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
、
大
坂
版
（〔
井
原
西
鶴
〕
画
）
の

挿
絵
で
は
全
五
四
図
中
一
一
図
に
、【
表
二
】
に
記
載
し
た
よ
う
な
違
い

が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、『
好
色
一
代
男
』
な
ど
の
作
品

が
、
井
原
西
鶴
画
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

　

次
に
、
肉
筆
で
描
か
れ
彩
色
さ
れ
た
絵
巻
の
存
在
に
つ
い
て
で
あ
る
。

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
年
）
頃
に
制
作
さ
れ
た
「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵

巻
」
は
、
井
原
西
鶴
が
一
人
で
吟
じ
た
一
〇
〇
句
の
連
句
に
自
分
で
注
を

つ
け
た
絵
巻
で
あ
る
。
こ
の
「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
の
絵
に
は
、

現
在
、
井
原
西
鶴
画
と
さ
れ
て
い
る
版
本
の
挿
絵
と
の
類
似
点
が
あ
る
。

例
え
ば
、「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
第
三
図
の
、
三
人
の
若
衆
が
、

画
面
右
を
向
き
、
笠
を
斜
め
に
深
く
被
り
、
右
腕
を
後
ろ
に
し
て
左
腕
を

懐
に
入
れ
、
脇
差
を
差
し
、
供
の
者
を
連
れ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
絵
は
、

『
三
箇
津
』
第
二
五
図
の
、
一
人
の
若
衆
が
、
画
面
左
を
向
き
、
笠
を
斜

め
に
深
く
被
り
、
右
腕
を
懐
に
入
れ
て
左
腕
を
後
ろ
に
し
、
脇
差
を
差

し
、
供
の
者
を
連
れ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
絵
、『
好
色
一
代
男
』
第
二
巻

第
六
図
の
、
一
人
の
香
具
売
り
が
、
画
面
右
を
向
き
、
笠
を
斜
め
に
深
く

被
り
、
脇
差
を
差
し
、
供
の
者
を
連
れ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
絵
、『
俳
諧

石
車
』
第
四
図
の
、
一
人
の
若
衆
が
、
画
面
左
を
向
き
、
笠
を
斜
め
に
深

く
被
り
、
右
腕
を
懐
に
入
れ
て
左
腕
を
後
ろ
に
し
、
脇
差
を
差
し
、
供
の

者
を
連
れ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
絵
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、「
西
鶴
独

吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
第
七
図
の
、
一
人
の
男
性
が
、
画
面
左
を
向
き
、
笠

を
深
く
被
り
、
左
手
に
持
っ
た
扇
を
顔
に
か
ざ
し
、
脇
差
を
差
し
て
立
っ

て
い
る
絵
は
、『
好
色
一
代
男
』
第
一
巻
第
五
図
の
、
世
之
助
が
、
画
面

左
を
向
き
、
笠
を
被
り
、
左
手
に
持
っ
た
扇
を
顔
に
か
ざ
し
、
脇
差
を
差

し
て
立
っ
て
い
る
絵
、『
難
波
の
㒵
は
伊
勢
の
白
粉
』
第
二
巻
第
四
図

の
、
一
人
の
男
性
が
、
画
面
左
を
向
き
、
笠
を
深
く
被
り
、
左
手
に
持
っ

た
扇
を
顔
に
か
ざ
し
、
脇
差
を
差
し
て
立
っ
て
い
る
絵
と
類
似
し
て
い

る
。
こ
の
絵
巻
は
、
水
谷
不
倒
氏
が
井
原
西
鶴
画
と
し
た
絵
と
同
じ
画
風

な
の
で
、
近
年
ま
で
井
原
西
鶴
画
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在

で
は
、
専
門
絵
師
で
は
な
い
井
原
西
鶴
が
絵
巻
を
制
作
し
た
と
は
考
え
に

く
く
、
専
門
絵
師
画
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
意
（
（2
（

見
も
あ
る
の
で
、

も
し
、「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
の
絵
を
描
い
た
人
物
が
、
先
行
研

究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
に
、
井
原
西
鶴
で
は
な
く
専
門
絵
師
で
あ
っ

た
場
合
、
版
本
の
挿
絵
も
専
門
絵
師
が
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

　

以
上
、
現
在
、
井
原
西
鶴
画
と
さ
れ
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
再
検
討
し

た
が
、
作
品
中
に
絵
師
の
署
名
が
あ
る
作
品
な
ど
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
作

品
が
井
原
西
鶴
画
で
は
な
い
と
い
う
確
証
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ

か
ら
は
、
も
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
井
原
西
鶴
画
で
な
か
っ
た
場
合
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

最
後
に
、『
寛
濶
平
家
物
語
』
に
お
け
る
記
述
に
つ
い
て
で
あ
る
。
宝

永
七
年
（
一
七
一
〇
年
）
刊
の
、
平
家
物
語
に
仮
託
し
た
浮
世
草
子
で
あ

る
『
寛
濶
平
家
物
語
』
第
四
巻
第
四
話
「
微
塵
も
絵
図
に
違
ぬ
女
」
に
、
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『
好
色
一
代
男
』
の
挿
絵
を
描
い
た
絵
師
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
以

下
に
、
そ
の
部
分
を
引
用
す
（
（2
（

る
。

好
色
一
代
男
の
絵
は
何
も
の
ゝ
筆
な
り
け
ん
、
島
原
の
初
音
も
ろ
こ

し
、
よ
し
の
夕
ぎ
り
あ
づ
ま
を
は
じ
め
、
皆
江
藻
髪
の
婆
々
の
御
影

を
見
る
が
ご
と
く
、
腰
か
ゞ
ま
り
袖
ち
い
さ
く
、
鳩
む
ね
鑓
お
と
が

い
に
し
て
、
立
す
が
た
は
大
風
に
ふ
か
れ
て
倒
あ
り
く
に
似
た
り
、

大
坂
の
正
甫
は
鶉
一
疋
銀
一
枚
に
さ
だ
め
て
、
か
く
れ
な
き
名
を
と

り
ぬ
れ
共
、
上
手
に
二
代
な
か
り
け
り
、
さ
れ
ば
泰
羅
の
色
盛
、
い

ま
だ
家
の
世
継
誕
生
な
し
と
て
、
京
に
て
妾
あ
ま
た
か
ゝ
え
ら
れ
し

に
懐
妊
の
沙
汰
な
く
、
此
た
び
は
大
坂
に
て
見
た
て
役
人
く
だ
り
、

姿
絵
を
絵
師
に
あ
つ
ら
へ
け
る
に
、
内
意
あ
り
て
江
戸
に
は
三
浦
の

小
む
ら
さ
き
、
京
に
て
は
花
崎
、
大
坂
に
て
は
み
ち
と
せ
、
此
三
人

の
形
を
う
つ
し
絵
に
、
似
た
る
女
を
と
肝
煎
中
間
人
置
に
、
図
を
渡

し
て
尋
ね
さ
せ
、
来
廿
一
日
中
の
島
の
屋
敷
に
て
目
見
あ
る
筈
に
ふ

れ
わ
た
し
け
る
に
、
煎
場
の
弥
兵
衛
方
よ
り
三
十
七
人
、
上
町
の
天

狗
婆
々
が
手
よ
り
廿
九
人
、
天
満
五
丁
目
笠
屋
興
十
郎
が
十
七
人
、

玉
造
の
八
内
三
十
六
人
、
合
百
二
十
人
つ
れ
て
参
り
け
る
を
み
れ

ば
、
皆
六
十
よ
り
う
へ
の
世
界
み
じ
か
き
婆
々
共
な
り
、
役
人
あ
き

れ
て
、
か
や
う
の
古
き
化
ぞ
こ
な
ひ
は
、
何
の
為
に
来
り
け
る
ぞ
と

無
興
あ
る
時
、
肝
煎
共
罷
り
出
、
い
づ
れ
も
お
望
み
の
絵
図
に
合
せ

ま
し
て
と
取
出
す
を
み
れ
ば
、
一
代
男
の
絵
師
が
か
け
る
女
姿
也
、

　

こ
の
話
の
概
要
を
簡
潔
に
述
べ
る
と
、
主
人
公
で
あ
る
色
盛
は
、
京
都

に
妾
が
多
く
い
た
が
、
ま
だ
子
供
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
大
坂
で
美
人
を

探
そ
う
と
し
て
、
絵
師
に
三
都
に
お
け
る
理
想
の
女
性
の
姿
を
描
か
せ
、

後
日
屋
敷
で
女
性
を
見
る
こ
と
に
し
た
が
、
連
れ
て
来
ら
れ
た
一
二
〇
人

の
女
性
を
見
る
と
、
皆
六
〇
歳
以
上
の
老
女
で
あ
り
、
使
い
の
者
が
呆
れ

る
と
、
斡
旋
人
が
「
ど
れ
も
お
望
み
の
絵
の
通
り
の
女
性
で
す
」
と
言
い

な
が
ら
取
り
出
し
た
の
は
、『
好
色
一
代
男
』
の
絵
師
が
描
い
た
絵
で
あ

っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
小
説
だ
が
、
こ
の
話
か

ら
、『
好
色
一
代
男
』
の
挿
絵
を
描
い
た
人
物
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

な
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

ま
ず
、『
寛
濶
平
家
物
語
』
は
、
井
原
西
鶴
が
没
し
た
元
禄
六
年
（
一

六
九
三
年
）
の
一
七
年
後
で
あ
る
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
年
）
に
刊
行
さ

れ
た
作
品
だ
が
、
本
文
中
に
「
好
色
一
代
男
の
絵
は
何
も
の
ゝ
筆
な
り
け

ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
当
時
か
ら
す
で
に
、『
好
色
一
代
男
』
の
挿

絵
を
描
い
た
人
物
の
本
名
は
不
明
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
も

し
、『
好
色
一
代
男
』
が
井
原
西
鶴
画
で
あ
っ
た
場
合
、
当
時
か
ら
そ
の

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
少
し
疑
問
で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
中
に
「
好
色
一

代
男
の
絵
は
何
も
の
ゝ
筆
な
り
け
ん
」
と
し
な
が
ら
も
、「
大
坂
の
正
甫

は
鶉
一
疋
銀
一
枚
に
さ
だ
め
て
、
か
く
れ
な
き
名
を
と
り
ぬ
れ
共
、
上
手

に
二
代
な
か
り
け
り
」
と
、
江
戸
時
代
前
期
の
大
坂
の
絵
師
で
あ
り
、
鶉

の
絵
を
得
意
と
し
（
（2
（
た
北
峯
正
甫
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
子
が
こ
の
絵
師
の
候
補
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。『
寛
濶
平
家
物
語
』
に

よ
る
と
、「
此
た
び
は
大
坂
に
て
見
た
て
役
人
く
だ
り
、
姿
絵
を
絵
師
に

あ
つ
ら
へ
け
る
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
好
色
一
代
男
』
の
挿
絵
は
、
大

坂
の
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
北
峯
正
甫
は
大
坂
の

絵
師
で
あ
る
こ
と
や
、【
表
一
】
に
記
載
し
た
、
現
在
、
井
原
西
鶴
画
と

さ
れ
て
い
る
作
品
に
は
俳
諧
書
や
井
原
西
鶴
の
作
品
が
多
い
が
、
北
峯
正

甫
は
俳
人
で
も
あ
り
、
井
原
西
鶴
と
同
じ
西
山
宗
因
の
門
人
で
あ
っ
（
（2
（

た
こ
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と
な
ど
も
共
通
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
信
多
純
一
氏
の
『
好
色
一
代
男

の
研
究
』「『
好
色
一
代
男
』
絵
影
響
作
」
で
も
、
井
原
西
鶴
画
と
さ
れ
て

い
る
挿
絵
を
描
い
た
絵
師
に
つ
い
て
は
、「
彼
は
西
鶴
に
近
い
立
場
の
人

で
、
或
い
は
俳
諧
仲
間
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
峯
正
甫
に
つ
い
て
は
、
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
年
）
刊
の
、

全
国
の
地
誌
で
あ
る
『
国
花
万
葉
記
』
第
六
巻
「
摂
津
国
」
に
「
絵
師　

谷
町　

北
岑
正
甫
」
と
あ
る
が
、【
表
一
】
に
記
載
し
た
、
現
在
、
井
原

西
鶴
画
と
さ
れ
て
い
る
作
品
を
刊
行
し
た
書
肆
の
場
所
は
、
い
ず
れ
も
現

在
の
大
阪
府
大
阪
市
北
区
・
中
央
区
周
辺
で
あ
り
、
北
峯
正
甫
の
店
が
あ

っ
た
現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
谷
町
と
は
半
径
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
の
距
離
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
地
理
的
に
も
、
北
峯
正
甫
の
子
が
、
そ
れ

ら
の
作
品
の
挿
絵
を
描
い
て
い
た
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
在
、
井
原
西
鶴
画
と
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
北

峯
正
甫
の
子
な
ど
の
、
大
坂
の
専
門
絵
師
画
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

六
、
お
わ
り
に

　

最
後
に
、
改
め
て
今
回
の
結
論
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
一
つ
目
に
、
蒔
絵
師
源
三
郎
は
奈
良
に
住
ん
で
い
た
人
物
で
あ
る

と
い
う
先
行
研
究
は
誤
り
で
あ
り
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
の
刊
記
に
、
京

都
の
書
肆
の
名
前
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
の
絵
師
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
二
つ
目
に
、
こ
れ
ま
で
蒔
絵
師
源
三
郎
画
と
さ
れ
て

き
た
作
品
は
四
五
作
品
あ
る
が
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
以
外
に
、
蒔
絵
師

源
三
郎
の
署
名
が
あ
る
作
品
は
な
く
、
水
谷
不
倒
氏
が
、
私
見
で
は
吉
田

半
兵
衛
画
を
蒔
絵
師
源
三
郎
画
で
あ
る
と
し
た
こ
と
も
あ
り
、
蒔
絵
師
源

三
郎
画
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
る
作
品
も
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
現
在
、
蒔
絵
師
源
三
郎
画
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
作
品
は

『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
の
み
で
あ
る
と
い
え
る
。
三
つ
目
に
、
蒔
絵
師
源
三

郎
は
、
吉
田
半
兵
衛
と
同
じ
く
、『
好
色
一
代
男
』
な
ど
の
、
井
原
西
鶴

の
作
品
の
挿
絵
を
描
い
て
い
た
と
す
る
先
行
研
究
は
誤
り
で
あ
り
、
先
行

研
究
に
お
い
て
蒔
絵
師
源
三
郎
画
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
作
品
に
は
、
現

在
、
井
原
西
鶴
画
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
作
品
と
同
じ
画
風
の
挿
絵
が
描

か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
井
原
西
鶴
画
で
は
な
く
、
北
峯

正
甫
の
子
な
ど
の
、
大
坂
の
専
門
絵
師
画
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ

る
。

　

今
後
も
、
江
戸
時
代
前
期
の
絵
師
お
よ
び
、
現
在
、
井
原
西
鶴
画
と
さ

れ
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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【
表
一
】　

井
原
西
鶴
画
と
さ
れ
て
い
る
作
品
一
覧
表

刊　

行　

年

刊
行
月

作　

品　

名

分
類

作
・
編
者
名

本
文
の
筆
跡

書　
　
　
　
　

肆

延
宝
元
年
（
一
六
七
三
年
）
一
〇
月
『
哥
仙
大
坂
俳
諧
師
』

俳
諧

井
原
西
鶴

Ａ
系
統

刊
記
な
し

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
年
）
三
月

『
山
海
集
』

俳
諧

紅
葉
庵
賀
子

Ｂ
系
統

大
坂
天
神
橋
筋
御
蔵
前　

板
木
屋　

伊
右
衛
門

天
和
二
年
（
一
六
八
二
年
）

一
月

『
俳
諧
百
人
一
句
難
波
色
紙
』
俳
諧

土
橋
春
林

井
原
西
鶴

大
坂
伏
見
呉
服
町
書
林　

深
江
屋
太
郎
兵
衛
板

四
月

『
高
名
集
』

俳
諧

梅
林
軒
風
黒

Ｃ
系
統

大
坂
伏
見
呉
服
町
書
林　

深
江
屋
太
郎
兵
衛
板

四
月

『
三
箇
津
』

俳
諧

松
水
軒
如
扶

Ｄ
系
統

大
坂
呉
服
町
書
林　

深
江
屋
太
郎
兵
衛
板
行

一
〇
月
『
好
色
一
代
男
』

浮
世
草
子
井
原
西
鶴

Ｅ
系
統

大
坂
思
案
橋
荒
砥
屋　

孫
兵
衛
可
心
板

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
年
）
一
〇
月
『
俳
諧
女
歌
仙
』

俳
諧

井
原
西
鶴

井
原
西
鶴

大
坂
南
本
町
堺
筋
河
内
屋　

市
左
衛
門
板

不
明

『
諸
艶
大
鑑
』

浮
世
草
子
井
原
西
鶴

井
原
西
鶴

大
坂
呉
服
町
真
斎
橋
筋
角　

書
林　

池
田
屋
三
良
右
衛

門
板

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
年
）
一
月

『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』

浮
世
草
子
井
原
西
鶴

井
原
西
鶴

大
坂
伏
見
呉
服
町
真
斎
橋
筋
角　

池
田
屋
三
良
右
衛
門

開
板

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
年
）
一
月

『
近
代
艶
隠
者
』

浮
世
草
子
西
鷺
軒
橋
泉

井
原
西
鶴

摂
陽
順
慶
町
心
斎
橋
筋
角　

河
内
屋
善
兵
衛
刊

一
一
月
『
本
朝
列
仙
伝
』

伝
記

田
中
玄
順

Ｆ
系
統

江
戸
青
物
町　

万
屋
清
兵
衛
・
大
坂
呉
服
町
心
斎
橋
筋

角
池
田
屋　

書
林　

岡
田
三
郎
右
衛
門　

板
行

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
五
月

『
絵
入
西
行
撰
集
抄
』

説
話

作
者
不
明

Ｇ
系
統

摂
城
書
林　

河
内
屋
善
兵
衛

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
年
）
八
月

『
俳
諧
石
車
』

俳
諧

松
魂
軒
（
井
原
西
鶴
）
井
原
西
鶴

京
城　

上
村
平
左
衛
門
・
江
府　

万
屋
清
兵
衛
・
大
坂

寿
善
堂

〔
天
和
三
年
（
一
六
八
三

年
）〕

〔
一
月
〕
『
難
波
の
㒵
は
伊
勢
の
白
粉
』
評
判
記

井
原
西
鶴

Ｈ
系
統

刊
記
な
し

〔
元
禄
四
年
（
一
六
九
一

年
）〕

〔
一
月
〕
『
椀
久
二
世
の
物
語
』

浮
世
草
子
作
者
不
明

Ｉ
系
統

刊
記
に
記
載
な
し
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【
表
二
】　
『
好
色
一
代
男
』
に
お
け
る
本
文
と
挿
絵
の
内
容
の
違
い

巻
数

話　
　
　
　
　

数

本
文
と
挿
絵
の
内
容
の
違
い

（〔
井
原
西
鶴
〕
画
）

本
文
と
挿
絵
の
内
容
の
違
い

（
菱
川
師
宣
画
）

第
一
巻

第
七
話
「
別
れ
は
当
座
ば
ら
ひ
」

梅
に
鶯
の
屏
風
で
は
な
く
菊
の
襖
で
あ
る
。

屏
風
だ
が
真
名
の
散
ら
し
書
き
で
あ
る
。

第
二
巻

第
二
話
「
髪
き
り
て
も
捨
て
ら
れ
ぬ
世
」

炬
燵
の
上
に
猫
が
い
る
。

第
三
話
「
女
は
お
も
は
く
の
外
」

女
性
が
木
の
棒
で
世
之
助
の
眉
間
で
は
な
く
後
頭
部
を
打
っ
て

い
る
。

女
性
が
木
の
棒
で
世
之
助
の
眉
間
で
は
な
く
前
頭
部
を
打
っ

て
い
る
。

第
四
話
「
誓
紙
の
う
る
し
判
」

世
之
介
た
ち
が
い
る
の
が
揚
屋
内
で
は
な
く
屋
外
で
あ
る
。

世
之
介
た
ち
が
い
る
の
が
揚
屋
内
で
は
な
く
屋
外
で
あ
る
。

第
三
巻

第
六
話
「
木
綿
布
子
も
か
り
の
世
」

比
丘
尼
の
一
人
が
黒
頭
巾
で
は
な
い
。

第
四
巻

第
三
話
「
夢
の
太
刀
風
」

女
性
の
楓
の
妖
怪
が
出
て
き
た
場
所
が
庭
で
は
な
く
二
階
で
あ

る
。
大
綱
の
妖
怪
に
羽
が
生
え
て
お
り
、
出
て
き
た
場
所
が
空

で
は
な
く
室
内
で
あ
る
。

女
性
の
楓
の
妖
怪
が
出
て
き
た
場
所
が
庭
で
は
な
く
二
階
で

あ
る
。

第
四
話
「
替
つ
た
物
は
男
傾
城
」

世
之
助
は
浄
瑠
璃
を
観
て
い
な
い
の
に
浄
瑠
璃
の
舞
台
が
描
か

れ
て
い
る
。

第
六
話
「
目
に
三
月
」

扇
屋
が
扇
を
売
り
に
来
る
の
で
は
な
く
世
之
助
が
扇
屋
に
行
っ

て
い
る
。

扇
屋
が
扇
を
売
り
に
来
る
の
で
は
な
く
世
之
助
が
扇
屋
に
行

っ
て
い
る
。

第
五
巻

第
五
話
「
一
日
か
し
て
何
程
が
物
ぞ
」

本
文
に
は
な
い
遊
女
が
禿
か
ら
手
紙
を
受
け
取
る
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。
世
之
助
の
瞿
麦
紋
の
羽
織
を
着
て
い
る
の
が
遊
女
で

あ
る
。

第
六
話
「
当
流
の
男
を
見
し
ら
ぬ
」

世
之
助
の
羽
織
が
花
色
（
薄
い
藍
色
）
で
は
な
い
。

第
六
巻

第
三
話
「
心
中
箱
」

琴
の
糸
で
は
な
く
縄
に
女
性
の
髪
が
吊
る
さ
れ
て
い
る
。

第
四
話
「
寝
覚
の
菜
好
み
」

世
之
助
が
二
階
に
い
る
。

世
之
助
が
二
階
に
い
る
。

第
七
巻

第
二
話
「
末
社
ら
く
遊
び
」

本
文
に
は
な
い
遊
女
二
人
が
座
っ
て
涼
ん
で
い
る
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。

本
文
に
は
な
い
遊
女
二
人
が
座
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。

第
四
話
「
さ
す
盃
は
百
二
十
里
」

太
夫
の
付
き
人
の
着
物
が
紅
葉
紋
で
は
な
い
。

第
五
話
「
諸
分
の
日
帳
」

世
之
助
が
読
ん
で
い
た
は
ず
の
太
夫
の
日
記
が
な
い
。

第
八
巻

第
一
話
「
ら
く
寝
の
車
」

車
一
両
に
四
人
の
は
ず
が
三
人
し
か
乗
っ
て
い
な
い
。
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注（
1
）　

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
年
）
刊
の
、
当
時
の
商
人
の
致
富
譚
を
記
し
た
浮
世

草
子
で
あ
る
『
子
孫
大
黒
柱
』
第
二
巻
第
五
話
「
心
と
書
お
ほ
え
た
る
富
貴

草
」
に
、「
半
兵
衛
は
三
年
め
に
寺
町
通
へ
出
て
弟
子
あ
ま
た
か
ゝ
へ
」
と
あ

り
、
こ
れ
は
吉
田
半
兵
衛
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

水
谷
不
倒
『
古
版
小
説
挿
画
史
』（
大
岡
山
書
店　

一
九
三
五
年　

一
三
〇

頁
）「
吉
田
半
兵
衛
」
項
に
、「
東
に
あ
つ
て
は
、
師
宣
以
降
、
古
山
師
重
・
鳥

居
清
信
・
奥
村
政
信
等
の
輩
出
し
た
如
く
、
西
に
あ
つ
て
も
、
半
兵
衛
に
つ
い

で
、
蒔
絵
師
源
三
郎
・
大
森
善
清
・
川
島
叙
清
等
が
続
出
し
た
。」
と
あ
る
。

（
3
）　

水
谷
不
倒
『
古
版
小
説
挿
画
史
』「
吉
田
半
兵
衛
」
項
を
参
照
。

（
4
）　
『
新
井
白
石
全
集
』
第
五
巻
（
国
書
刊
行
会　

一
九
〇
六
年　

五
七
二
頁
）

所
収
。

（
5
）　

日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
五
巻

（
岩
波
書
店　

一
九
八
四
年　

五
〇
九
頁
）「
蒔
絵
師
源
三
郎
」
項
に
、「
新
井

白
石
著
『
退
私
録
』
中
の
南
都
に
塗
師
屋
源
三
郎
と
い
う
者
が
い
た
と
い
う
記

事
よ
り
、
奈
良
の
人
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
あ
る
。

（
6
）　

千
宗
室
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
九
巻
（
淡
交
新
社　

一
九
五
七
年
）
を
参

照
。

（
7
）　

塙
保
己
一
『
続
群
書
類
従
』
第
一
九
輯
下　

遊
戯
部
・
飲
食
部
（
続
群
書
類

従
完
成
会　

一
九
八
八
年　

四
〇
八
頁
）
所
収
。

（
8
）　

正
し
く
は
「
一
二
の
巻
二
冊
と
三
四
五
六
七
の
巻
五
冊
」
で
あ
る
。

（
9
）　

私
見
で
は
、
署
名
が
な
い
本
よ
り
も
署
名
が
あ
る
本
の
方
が
版
木
が
摩
耗
し

て
い
る
の
で
後
刷
で
あ
り
、
署
名
は
新
し
く
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
。

（
10
）　

朝
倉
無
声
『
新
修
日
本
小
説
年
表
』（
春
陽
堂　

一
九
二
六
年　

五
七
頁
）

に
「
〇
好
色
十
二
人
男　

五　

舎
衣
軒
・
蒔
絵
師
源
三
郎
画　

同
（
元
禄
八

年
）」
と
あ
る
。

（
11
）　

漆
山
又
四
郎
氏
の
号
。

（
12
）　
『
諸
艶
大
鑑
』
の
別
名
。

（
13
）　

大
田
南
畝
『
浮
世
絵
類
考
』（
岩
波
書
店　

一
九
四
一
年　

五
三
頁
）
所
収
。

（
14
）　
『
万
買
物
調
方
記
』
の
別
名
。

（
15
）　

蒔
絵
師
源
三
郎
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
主
な
書
籍
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

柳
亭
種
彦
『
好
色
本
目
録
』（『
新
群
書
類
従
』
第
七
巻　

国
書
刊
行
会　

一
九

〇
六
年
）、『
此
花
』
第
四
枝
（
雅
俗
文
庫　

一
九
一
〇
年
）、
漆
山
又
四
郎　

芸
苑
叢
書　

第
一
期
『
浮
世
絵
年
表
』（
風
俗
絵
巻
図
画
刊
行
会　

一
九
二
〇

年
）、
水
谷
不
倒
『
浮
世
草
子　

西
鶴
本
』（
水
谷
文
庫　

一
九
二
〇
年
）、
稀

書
複
製
会
『
版
画
礼
讃
』（
春
陽
堂　

一
九
二
五
年
）、
井
上
和
雄
『
浮
世
絵
師

伝
』（
渡
辺
版
画
店　

一
九
三
一
年
）、
米
山
堂
『
近
世
文
芸
名
著
標
本
集
』

（
米
山
堂　

一
九
三
三
～
一
九
三
五
年
）、
漆
山
又
四
郎
『
新
撰
浮
世
絵
年
表
』

（
奎
光
書
院　

一
九
三
四
年
）、
水
谷
不
倒
『
古
版
小
説
挿
画
史
』、
大
村
西
崖

『
近
世
風
俗
画
史
』（
宝
雲
舎　

一
九
四
三
年
）、
山
崎
麓　

書
誌
書
目
シ
リ
ー

ズ
⑥
『
改
訂
日
本
小
説
書
目
年
表
』（
ゆ
ま
に
書
房　

一
九
七
七
年
）、
漆
山
又

四
郎　

日
本
書
誌
学
大
系
34
⑴
『
絵
本
年
表
』
第
一
巻
（
青
裳
堂
書
店　

一
九

八
三
年
）、
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

第
五
巻
、『
浮
世
草
子
大
事
典
』
編
集
委
員
会
『
江
戸
時
代
の
社
会
・
風
俗
が

わ
か
る　

浮
世
草
子
大
事
典
』（
笠
間
書
院　

二
〇
一
七
年
）、
新
日
本
古
典
籍

総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ

り
、
こ
れ
ら
を
調
査
対
象
と
し
た
。

（
16
）　

古
典
文
庫
第
六
〇
四
冊
『
好
色
文
伝
授
・
好
色
錦
木
』（
古
典
文
庫　

一
九

九
七
年　

四
五
七
頁
）
を
参
照
。

（
17
）　
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
第
三
巻
～
第
七
巻
の
挿
絵
を
参
照
。

（
18
）　

正
し
く
は
、
漆
山
又
四
郎　

日
本
書
誌
学
大
系
34
⑴
『
絵
本
年
表
』
第
一
巻

の
こ
と
。

（
19
）　

水
谷
不
倒
『
浮
世
草
子　

西
鶴
本
』（
二
八
頁
）
上
巻
「〔
五
〕　

西
鶴
本
の

挿
絵
に
就
て
」
に
、「
西
鶴
の
遺
墨
中
画
讃
の
も
の
が
往
々
あ
る
。
之
を
見
る

と
、
西
鶴
は
素
人
な
が
ら
土
佐
風
の
絵
に
巧
み
で
あ
つ
た
事
が
わ
か
る
。」
と

あ
る
。

（
20
）　

例
え
ば
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
年
）
に
制
作
さ
れ
た
「
世
継
翁
画
賛
」
に

は
、
本
文
に
「
西
鶴
」
と
い
う
署
名
が
あ
る
が
、
そ
の
絵
に
は
井
原
西
鶴
画
で

あ
る
と
い
う
署
名
は
な
い
。
た
だ
し
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
年
）
に
成
立
し

た
「
西
鶴
書
簡　

下
里
勘
兵
衛
宛
」
に
、「
自
筆
の
翁
一
ふ
く
進
上
申
候
御
聞

可
被
下
候
紙
に
少
き
れ
御
座
候
而
き
り
ぬ
き
申
候
上
手
細
工
に
仕
申
候
は
見
え
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申
ま
し
く
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館　

新
天
理
善

本
叢
書　

第
三
三
巻
『
西
鶴
自
筆
本
集
』（
天
理
大
学
出
版
部　

二
〇
二
〇
年
）

な
ど
で
は
、「
世
継
翁
画
賛
」
は
、
井
原
西
鶴
画
で
あ
る
と
い
う
証
拠
が
あ
る

唯
一
の
画
賛
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
井
原
西
鶴
の
画
賛
は
そ

れ
ぞ
れ
に
画
風
が
異
な
る
の
で
、
も
し
「
世
継
翁
画
賛
」
が
井
原
西
鶴
画
で
あ

っ
た
場
合
で
も
、
他
の
画
賛
に
つ
い
て
も
井
原
西
鶴
画
で
あ
る
と
は
い
え
な
い

の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
21
）　

岸
得
蔵
「
挿
絵
か
ら
見
た
西
鶴
文
学
の
一
性
格
」『
近
世
文
藝
』
第
二
号

（
日
本
近
世
文
学
会　

一
九
五
五
年
一
〇
月　

一
頁
）
に
は
、「「
自
註
百
韻
」

の
絵
が
直
接
彼
（
筆
者
注
：
井
原
西
鶴
の
こ
と
）
の
手
に
成
つ
た
と
は
私
は
素

直
に
信
じ
難
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
今
問
わ
な
い
。」
と
あ
り
、
野
間
光
辰

『
西
鶴
』
解
説
（
天
理
図
書
館　

一
九
六
五
年　

九
六
頁
）
に
は
、「
本
巻

（
筆
者
注
：「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
の
こ
と
）
は
従
来
西
鶴
画
と
さ
れ

て
ゐ
る
が
、
そ
の
技
法
の
余
り
に
も
優
れ
て
ゐ
る
所
か
ら
、
西
鶴
画
た
る
こ
と

を
疑
ふ
説
も
あ
る
。
確
か
に
画
中
人
物
の
姿
態
・
顔
貌
に
、
他
の
西
鶴
筆
の
画

中
の
人
物
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
特
色
を
示
し
て
ゐ
る
。（
中
略
）

（「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
の
）
文
字
の
筆
者
と
画
家
は
必
ず
し
も
同
一

人
た
る
を
要
し
な
い
。
む
し
ろ
別
人
た
る
こ
と
を
思
は
せ
る
も
の
が
あ
り
、
西

鶴
画
の
疑
は
れ
る
理
由
も
大
い
に
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。」
と
あ
り
、
潁
原
退

蔵
・
暉
峻
康
隆
・
野
間
光
辰
『
定
本
西
鶴
全
集
』
第
一
二
巻
（
中
央
公
論
社　

一
九
七
〇
年　

二
九
頁
）
に
は
、「（「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
に
は
、
藤

井
乙
男
氏
に
よ
る
「
松
寿
軒
西
鶴
書
画
俳
諧
百
韻
」
と
い
う
題
簽
が
あ
る
が
、）

本
巻
は
、
百
韻
自
註
の
部
分
と
絵
の
部
分
は
別
々
に
執
筆
せ
ら
れ
、
後
に
巻
子

と
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
形
跡
が
歴
然
と
し
て
残
つ
て
ゐ
る
。
従
来
本
巻
は
西
鶴

の
自
画
自
筆
に
成
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
も
し
文
字
も
絵
も
西
鶴
の

一
筆
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
製
作
の
過
程
に
い
さ
さ
か
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を

得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
本
巻
の
姿
か
ら
い
へ
ば
、
文
字
の
筆
者
と
画
の
書
き

手
と
は
必
ず
し
も
同
一
人
た
る
こ
と
を
要
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ま

た
、
画
中
人
物
の
姿
態
・
顔
貌
等
、
他
の
西
鶴
画
作
の
そ
れ
と
相
通
ず
る
も
の

が
あ
つ
て
、
遽
か
に
西
鶴
画
で
な
い
と
も
決
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
藤
井
博

士
が
「
西
鶴
書
画
」
の
四
字
を
排
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
「
自
註
絵
巻
」
の
四
字
を

選
ば
れ
た
真
意
も
、
或
は
そ
の
辺
に
あ
つ
た
の
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
は
れ

る
。
画
は
確
か
に
俳
画
と
趣
を
異
に
す
る
町
狩
野
の
風
で
あ
る
が
、
西
鶴
の
画

に
つ
い
て
は
猶
今
後
の
研
究
に
俟
ち
た
い
。」
と
あ
る
。
一
方
、
現
在
で
は
、

佐
上
圭
太
「
や
ま
と
の
名
品
44　

西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻　

西
鶴
自
筆
」

『
陽
気
』
第
七
三
六
号
（
養
徳
社　

二
〇
一
〇
年
八
月　

三
～
四
頁
）
に
は
、

「
従
来
、
挿
絵
も
西
鶴
画
と
さ
れ
て
い
た
が
、
極
彩
色
で
あ
ま
り
に
精
緻
な
筆

さ
ば
き
は
、
狩
野
派
の
町
絵
師
が
描
い
た
可
能
性
が
高
い
。」
と
あ
り
、
天
理

大
学
附
属
天
理
図
書
館　

新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書　

第
三
三
巻
『
西
鶴
自
筆

本
集
』（
解
題　

一
〇
頁
）
に
は
、「（「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
は
）
挿
画

を
「
伝
西
鶴
画
」
と
す
る
が
、
精
密
な
描
写
や
色
遣
い
な
ど
か
ら
専
門
絵
師
の

手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。」
と
あ
る
。

（
22
）　
『
近
世
文
芸
叢
書
』
第
七
巻
（
国
書
刊
行
会　

一
九
一
一
年　

三
六
三
～
三

六
四
頁
）
所
収
。

（
23
）　

星
野
錫
『
美
術
画
報
』
二
三
編
第
五
巻
（
画
報
社　

一
九
〇
八
年
六
月　

一

一
頁
）
に
北
峯
正
甫
画
の
「
菊
に
鶉
図
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）　

延
宝
元
年
（
一
六
七
三
年
）
刊
『
哥
仙
大
坂
俳
諧
師
』
は
、
江
戸
時
代
前
期

の
大
坂
の
俳
人
で
あ
る
西
山
宗
因
の
門
人
三
六
人
を
紹
介
し
た
俳
諧
書
で
あ

り
、
北
峯
正
甫
も
入
集
し
て
い
る
。

（
い
し
だ
・
れ
い
な
）


